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1.緒 言

さきに著者 らは,老 年者結核を観察する一環 として,

浴風園在園者につ き,ツ ベル クリン・アレルギー(以 下

ツ・アと略)の 推移を経過を追つて観察し,老 年者にお

いては漸次 ツ・アが減弱し,終 にはツ反応の陰転す るも

ののあることを認め,こ れをすでに前報1)に 報告 した。

次に著者 らは,こ れ らの老年者につ き,ツ ・アの季節

的変動,お よび,10,030倍 稀釈 ツ液によるツ反応を検索

し,若 干の知見をえたのでその結果をここに報告す る。

II.実 験の方法と成績

(1)ツ ベ ルクリン ・ア レルギーの季節的変動。

被検者:浴 風園在園中の満60才 以上の老年者,491名

につ き,4月,8月,お よび12月 の3回,そ れぞれツ反

応を行い,お のおのの反応を比較検討 した。

ツベルクリン液:標 準 ツベルクリン2,000倍 稀釈液

(Lot.No.28.昭 和30年4月1日 製造)を,ア ンプルに

封 じて冷蔵庫に保管し,そ の都度それを使用した。

ツ反応の術式:そ の0.1ccを 前搏皮内(左 右交互)に

注射し,48時 間後判定した。

判定:横 径,縦 径の発赤の大いさをそれぞれ計測 し,

その直径平均値4mm以 下 を陰性,5～9mmを 疑 陽性,

10mm以 上を陽性 とし,さ らに陽性者を次の如 く分類記

載 した。弱陽性(+)― 発赤だけのもの,中 等度陽性(H)

―発赤に硬結の明らかに認められ るもの,強 陽性(H)―

発赤および硬結の他,二 重発赤,水 泡形成等の認められ

るもの。

成績:各 時期におけるツ反応陽性率,硬 結触知率,お

よび二重発赤の頻度を示すと表1の 如 くで,い ずれ も時

期によりかなりの変動が認められ,8月 に最 も反応が強

く,12月 に最 も弱い成績が得 られた。

次に,発 赤の大い さの度数分布曲線をみると,図1の

如 くである。すなわち,12月 に検査 したものでは,12～

13mmに 山 をなす曲線がみられ,そ の発赤の大い さの平

均は12.8mmで あ る。これに反し,8月 に検査 したもの

では14～15mmに 山をなす曲線がみられ,そ の発赤の大

いさの平均は14.3mmで,12月 の それよりも明らかに反

応は大 きく,こ の両者の差は,推 計学的に有意である。

4月 に検査した ものの曲線は,両 者のほぼ中間にあ り,

その発赤の平均 も13.6mmと,両 者の中間の値 を示して

いる。

次に,3時 期を通 してのツ・アの変動様式をみると,

実 に49種 の多数におよぶ組合せの変動様式 をとつている

が,8月 と12月,お よび4月 と12月,と の間におけるそ

れぞれのツ ・アの変動様式を表示すると,表2,表3の

如 くである。表3に 明 らかな如 く,両 時期の間 とも,終

始同一強度の陽数を示す ものは約半数(53.0%)に す ぎ

表1ツ 反応の季節的変動

図1発 赤の度数分布曲線の季節的変動
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表2ツ ・アの変動様式

注:()内 は全数 に対す る%

表3ツ ・アの季節的変動

ず,そ の他は多かれ少なかれ,季 節的にかな りの反応強

度の変動が認められた。

しかし,季 節的変動の様相 とツ ・アの強 さとの間には

何等の関係 も認められず,表2に みる如 く+群,++群 と

も,同 程度に反応強度の変動が認められた。

総括ならびに考案;ツ ・アの季節的変動については,

旧 くOssoning2)ら の報告があるが,本 邦 においては僅

かに今井3)の 報告をみるのみである。 今井は,ツ ・ア

には季節的にかなりの変動がみ られ,ツ 反応陽性率,お

よびツ反応強度からみると,ツ ・アは夏季に最 も強 く,

冬期に最 も弱いことを報告 している。著者らの成績 も上

述の如くで,ほ ぼこれと同様の成績が得られた°すなわ

ち,最 も判定誤差の少ないと考えられる発赤の大きさか

らみても,8月 と12月 とでは平均1.5mmの 差が認めら

れ,推 計学的に明 らかに夏季の方が冬季よりも反応が強

い所見が得 られた。そして4月 のそれは,ほ ぼその中間

の値を示している。またこの関係は,ツ 反応陽性率,硬

結触知率,二 重発赤の有無からみて も,ほ ぼ同様の所見

が得られた。

さて,こ れ らの季節的変動の原因については,な お明

らかではなく,こ れには種々の複雑な生体反応が関与し

ていると思われるが,そ の変動が全 く気温の変化 と一致

していることか ら,反 応局所の皮膚毛細血管への気温に

よる影響が,大 きな役割を果しているものと思われる。

なお,本 集団の陽性者はすべて自然感染者のみである

が,年 令はすべて満60才 以上の老年者で,こ の点では特

殊な集団である。しか し,上 述のように,本 実験期間中

終始同一強度の反応を示したものは約半数にす ぎないが

この成績は,今 井の学童における自然感染者の成績とほ

ぼ一致 している。すなわち,自 然陽転者においては,老

年者だからといつて,特 に季節的変動が多いとい う所見

は,こ の成績からは認められなかつた。

(II)10,000倍 稀釈ツベルクリン液によるツベルクリ

ン反応について

老年者においては潮次 ツ・アの減弱することはすでに

前報1)に 報告したが,次 に,こ れ らのツ ・アの減弱しつ

つある者が,10,000倍 稀釈 ツ液に対しいかなる反応を示

すかを検索してみた。

調査の方法:浴 風園在園中の60才 以上の老年者590名

につき調査 した。使用 ツベルクリン液は,予 研製標準 ツ

ベ7レクリンの原液を磯砂 ・硼酸緩衝液で,2,000倍 およ

び10,000倍 に稀釈したものを用いた。

全対象を2分 して1群 には左の前膊に2,000倍 液,右

の前膊に10,000倍 液 を注射し,他 の1群 にはこの逆にそ

れぞれ0.1cc宛 皮 内注射 し,48時 間後判定した。判定の

方法は上述の如くである。

成績:2,000倍 および10,000倍 稀釈 ツ液によるツ反応

の成績は,表4に 示す如 くである。ツ反応陽性率,硬 結

触知率,お よび二重発赤の有無等よりみて,い ずれ も

2,000倍 稀釈 ツ液による反応の方が,10,000倍 稀釈液に

よる反応よりも強い。次に,両 稀釈液による発赤の相関

々係をみると,図2の 如 くで,全 体として2,000倍 側 に

ずれているが,そ れはほぼ2ヵ 所に分布している。すな

表42,000倍 お よび10,000倍 稀 釈 ツ液 に よ る ツ反 応
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図22,000倍 と10,000倍 稀釈液による発赤の関係

図32,000倍 お よび10,000倍 稀釈液

による発赤の度数分布曲線

わち,2,000倍 稀釈液による発赤は12～23mm,10,000

倍稀釈液による発赤は10～17mmの 範 囲内に,ほ ぼ楕円

形を画いて分布する群(A群)と,こ れに比べれば数は

少ないが,2,000倍 稀釈液による発赤は10～17mm,

10,000倍 稀釈液では0～1mmの 群(B群)の2群 であ

る。

次に,図3に 示した発赤の度数分布曲線をみると,

2,000倍 では14～15mmの 大 きさを頂点とした正規分布

を示し,10,000倍 では12～13mmの 大 きさを頂点とした

同様の分布傾向が認められた。

総括ならびに考案:以 上の如 く,そ の陽性率,発 赤の

度数分布曲線,お よび発赤の相関図等よ りみると,い ず

れ も10,000倍 稀釈液によるツ反応は,2,000倍 稀釈液に

よるツ反応に比し,明 らかにより弱いことが 認 め られ

た。興味のあるのは,図2に 示した発赤の相関図で,そ

の分布が大別して,上 述のA群,8群 の2つ に分けられ

ることである。この群の存在についてはすでにBCG接

種集団において も指摘4)せ られてお り,老 年者ツ・アの

推移とを考 え合せると,旧 い自然感染者で,そ の感染後

の永い年月の経過の間に,漸 次ツ ・アの減弱しつつある

ものが,主 にここに含まれ るものと思われ る。なおこの

場合,2,000倍 では弱 く,10,000倍 では強 く反応する群

すなわち,い わゆるZone phenomenonの 反応5)～8)を

明 らかに呈した者はほとんど認められなかつた。

なお,図1お よび図3の いずれの発赤度数分布曲線に

おいても,6～7mmを 頂 点とする小さな山が 認 め られ

た。これ も上述の発赤の相関図のB群 と同じく,老 年者

のツ・アの減弱したものが,こ こに集積 しているためと

考 えられる。

III.結 語

1)浴 風園在園中の60才 以上の老年者491名 につ き,

4月,8月,お よび12月 の3回 それぞれ ツベ7レクリン反

応を行い,お のおのの反応を比較検討 した。

i)12月 の発赤の平均は12.8mmで あるが,8月 の そ

れは14.3mmで,明 らかにツ反応は夏季に強 く,冬 期に

弱い(夏 期 と冬期 との差は推計学的に有意であつた)。ま

た4月 のそれは13.4mmで 両者のほぼ中間にあつた。

ii)こ の関係は,ツ 反応陽性率,硬 結触知率,二 重発

赤の有無等からも認められた。

iii)な お これ らの季節の間で,終 始同一強度の反応を

持続したのは約半数で,そ の他は多かれ少なかれツ反強

度に変動が認められた。

2)次 に同じ対照590名 につ き,2,000倍,10,000倍 稀

釈 ツ液をそれぞれ注射 し,そ の反応を比較検討した。

i)10,000倍 稀釈液によるツ反応は,2,000倍 稀 釈液

によるそれに比 し,明 らかに弱 く,そ の逆の場合はほと

んど認められなかつた。

御指導,御 校閲を得た,沖 中教授,尼 子医長,柳 沢部

長および種々の御協力を得た蔵本氏始め浴風園の諸兄姉

に感謝する。
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